
分析食品和饮料中的香气成分时，使用定性能力优异的气
相色谱质谱仪（GC-MS）。另外，在导入试样时，多采用采样
方便的 SPME（固相微萃取法）和 HS（顶空）法。但是，上述
的试样导入方法存在分析部分香气成分时灵敏度不足的问题。

本次开发了 SPME Arrow法，将多功能自动进样器 AOC-

6000作为试样导入的新选配件。和传统的 SPME相比，SPME 

Arrow涂敷了大容量的吸附剂，可以高度吸附浓缩挥发性成分，
因此，有望适用于解决灵敏度不足的问题。

本应用新闻为您报告使用 SPME Arrow进行咖啡香气成分
分析的结果。

K. Kawamura

■使用 SPME Arrow导入试样
和传统的 SPME纤维头相比，SPME Arrow涂覆了 5～ 20

倍左右的吸附剂，可以完成高灵敏度分析（图 1）。

表 1 分析条件
GCMS : GCMS-QPTM2020

自动进样器 : AOC-6000

色谱柱 : DB-WAXetr（长度 60 m、0.25 mm I.D.、df=0.25 μm）

SPME Arrow条件 SPME条件

SPME Arrow : PDMS

（外径 1.1 mm、膜厚 100 μm、长度 20 mm）
（227-35305-05、岛津 GLC）

SPME纤维头 : PDMS

（膜厚 100 μm、长度 10 mm）
（227-35315-05、岛津 GLC）

老化温度 : 270 ℃ 老化温度 : 270 ℃
预老化时间 : 5 min 预老化时间 : 5 min

平衡温度 : 60 ℃ 平衡温度 : 60 ℃
平衡时间 : 8 min 平衡时间 : 8 min

搅拌速度 : 250 rpm 搅拌速度 : 250 rpm

样品萃取时间 : 30 min 样品萃取时间 : 30 min

样品解析时间 : 2 min（250℃：GC进样口温度） 样品解析时间 : 2 min（250℃：GC进样口温度）

GC条件 MS条件
进样口温度 : 250 ℃ 接口温度 : 240 ℃
进样模式 : 不分流进样 离子源温度 : 200 ℃
隔垫吹扫流量 : 3.0 mL/min 离子化方式 : EI

载气控制模式 : 恒压（83.5 kPa） 测定模式 : Scan

柱温程序 : 50 ℃（5 min）→ 10 ℃ /min → 250 ℃（10 min） 事件时间 : 0.3秒

此外，由于结构粗大结实，和传统的 SPME纤维头相比，
具有更高的耐久性。

图 1 SPME Arrow与传统的 SPME纤维头的比较

■样品和分析条件
称取市售的咖啡粉 2 g，置于 20 mL 试剂瓶中，放置在

AOC-6000上。分析条件如表 1所示。另外，为了进行比较，
也采用传统方法 SPME进行了测定。
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食品や飲料中の香気成分の分析には、定性能力の優れたガ

スクロマトグラフ質量分析計（GC-MS）が使用されます。 

また、その試料導入にはサンプリングが簡便な SPME（固相

マイクロ抽出法）や HS（ヘッドスペース）法が使用される

ことが多くなっています。しかし、こうした試料導入方法で

は、一部香気成分の分析において、感度が不足する問題が生

じることがあります。 

今回、多機能オートサンプラーAOC-6000の新たな試料導

入オプションとして、SPME Arrow法が開発されました。 

SPME Arrowは、従来の SPMEに比べ大容量の吸着剤が塗布

されており、揮発性成分を高濃縮することができるため、こ

れまで感度が不足していたアプリケーションへの適応が期

待できます。 

本アプリケーションニュースでは、SPME Arrowを用いて、

コーヒー香気成分の分析を行いましたので、その結果を報告

します。 
K. Kawamura 

 

 

 SPME Arrowを用いた試料導入 
SPME Arrowは従来の SPMEファイバーに比べ 5～20倍程

の吸着剤が保持されており、高感度分析が可能です（図 1）。

さらに、太く頑丈な構造のため、従来の SPMEファイバーに

比べ、高い耐久性を誇ります。 

 

 

図 1 SPME Arrowと従来の SPMEファイバーの比較 

 

 

 試料と分析条件 
試料は市販のコーヒー粉を 2 gはかりとり、20  mLバイア

ルに入れ、AOC-6000にセットしました。分析条件を表 1に

示します。なお、比較のため、従来法である SPMEでも測定

しました。 
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制御モード : 圧力一定（83.5  nacS : ドーモ定測  ）aPk

カラムオーブン温度 : 50 ℃（5 min）→ 10  ℃/min → 250 ℃（10  min）  イベント時間 : 0.3秒 
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传统的SPME纤维头

外径：1.5 mm、液相容量：12 µL
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■分析结果
SPME Arrow和 SPME的分析结果如图 2所示。除了已知的

短链醛类、酚类、吡啶类、吡嗪类等的咖啡香气成分之外，还检
测到几种硫化合物。和传统的 SPME相比，SPME Arrow可以高
度浓缩香气成分进行分析。图 3所示为几种香气成分的质谱图峰
面积比较。

■总结
和传统的 SPME 相比，通过使用涂覆大容量吸附剂的

SPME Arrow，可以高灵敏度地分析使用 SPME时难以分析的微
量成分。

GCMS-QP是岛津制作所株式会社的商标。
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 分析結果 
SPME Arrow と SPME の分析結果を図 2 に示します。コー

ヒーの香気成分として知られる短鎖アルデヒド類、フェノー
ル類、ピリジン類、ピラジン類の他、複数の硫黄系化合物が
検出されました。SPME Arrow では、従来の SPME に比べ、
香気成分を高濃縮して分析することができました。図 3 に、
いくつかの香気成分のマスクロマトグラム面積値の比較を
示します。 

 まとめ 
従来の SPME に比べ、大容量の吸着剤を保持している

SPME Arrow を用いることで、SPME では分析の難しい微量
成分も高感度に分析することができます。 

 
図 2 SPME Arrow と従来の SPME ファイバーの比較 

 

 
図 3 代表的な香気成分の面積値の比較（SPME Arrow を 1 したときの面積比） 

 
 
GCMS-QP は、株式会社 島津製作所の商標です。 
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图 2 SPME Arrow与传统的 SPME纤维头的比较

图 3 具有代表性的香气成分的峰面积比较（以 SPME Arrow为 1时的面积比）
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図 3 代表的な香気成分の面積値の比較（SPME Arrow を 1 したときの面積比） 

 
 
GCMS-QP は、株式会社 島津製作所の商標です。 
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